
 

 

朝鮮戦争が、 
なぜ日本で 
語り継がれて 
こなかったのか 
 

日時： 2026 年 2 月 26 日（木） 17：30 ～ 19：20 

会場： 生活クラブ連合会（7 階） 701 会議室  

日本では朝鮮戦争の記憶がほとんど語られません。 

しかし、この戦争は在日米軍の固定化や日本の再軍備を促し、「平和国家」日本がわずか５年で形骸化し始

めたという点で、その後の国の在り方を決定づけた重大な出来事でした。 

それにもかかわらず、なぜ日本社会で語り継がれてこなかったのでしょうか。また朝鮮戦争は 1950 年開戦

と理解されがちですが、朝鮮半島ではそれ以前から右派・左派の暴力的対立が続き、その背景には日本の

植民地支配があります。こうした視点で戦争を捉える人は日本では少数です。 

本学習会では、船員として動員された人や国連軍の従軍記者として派遣された新聞記者などと出会い、個人

の記憶を通して、朝鮮戦争を考えてきた五郎丸聖子さんにお話を伺います。 

報告者 五郎丸聖子（ごろうまる きよこ）さん 

 

参加費無料  参加申し込み： 市民セクター政策機構までメール (civil@cpri.jp) 

または右記 URL、QR コードから（申込締切 2 月 25 日＜水＞まで）。 

 
主    催： 一般社団法人市民セクター政策機構 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 6-24-20 KDX 新宿 6 丁目ビル 7F 

TEL 03-5292-5051  FAX 03-3205-3111 

https://cpri.jp 

 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 6-24-20KDX 新宿 6 丁目ビル 7F 

 会場アクセス 

『韓国協同組合運動 100 年史』を巡る連続学習会 ④ 

朝鮮戦争の最中の 1951 年 1 ⽉、浦頂から済州島に避難する住⺠たち 
（写真撮影・三宮克己 写真提供・郡司實）。 

市⺠セクター政策機構が出版をした電⼦書籍『韓国協同組合運動 100 年史』。 

本書に関係するテーマの他、韓国・朝鮮と日本の間の歴史的・現代的な課題に関することも取り上げます。 
 

会社員を続けながら慶應義塾大学法学部政治学科へ学士入学し卒業。 
朝鮮半島との関係を通して戦後日本の歴史研究をしている。武蔵野地域でフィールワークによる調査を 
行なっている。著書に『朝鮮戦争と日本人 武蔵野と朝鮮人』（クレイン 2021 年）。 

 

https://ourl.jp/HPFc8 


